
1 まえがき

子どもは風の子ということは'がある。しかし、近頃、風の中を走り回る子ども九ちをめっ九に見かけなくなった。

遊び場は閑散としているし、九とえ、遊び場に姿が見えナことしても、 2~3人の小さな集団である。以前のように、

さまざまな年齢の人達で構成される集団(以後、異年齢集団と呼ぶ)の子ども達が喚起をあげて遊ぶ光景は見られな

くなっナこ。昔は、大人が踏み込むことができない程熱中して遊ぶ子ども社会があった。このどろでは、大人と子ども

という遊びの組み合わせもよく見掛けられるようになっナこ。さまざまな理由で、遊びが、 TVやファミコンをっかう

ての室内ゲームに変わり、外の遊びの持つ社会的役割や身体的役割が果九せなくなりつつぁることは、子どもにとっ

て大変不幸である。しかし、当の子どもは気付いていないのかもしれない。
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1 研究の目的

私は、長い問、体育を通して本校の生徒を支援してき九。その中で「子どもの動きがおかしい」と感じることが多

くなっナこ。

1つは、スポーツテストの運動能カテスト結果において、級外判定者が目立つようになっ九。 1昨年の 1年男子の

級外判定者は72%、今年の 1年男子は56%である。体格は向上しているのに、ハンドボールが6皿くらいしか投げら

れないとか、走り幅跳びをしょうと助走をするが片足で踏み切れないとか身体各機能のアンバランスな発達が見られ

る。そのナこめに級外判定者が増えナこ。スポーツテストに限らず、ソフトボールでポールをキャッチしょうとしナこら、

グラブでボールが見えなくなり、グラブを除けたら額にボールが当九っ九り、中学生になるまで走る時には足の裏で

キックをすることを知らなかっ九り、中学生になって初めて筋肉痛を経験し、病気だと勘違いしたりとおとなからみ

ると「このごろの子どもは全身の運動機能と神経系とのつながりが形成されていない」と思うことだ。

まナこ1つは、遊びの時間に遊ばない子と遊べない子がいる。その上、遊べる子どもでも、遊びのほとんどが大人の

スポーツの模倣である。大人のスポーツというのは、できるだけ同じょうな条件の中で、得点を競い合うようルール

づけがなされているものが多く、年長者と年少者が入り乱れて得点を競うと、勝負が決まってしまうという面をもっ

ている。ナことえ、遊びの中でも、年少者をかばうたり、生かし九り、運動の不得意な子をりードするなどができにく

い。勝利至上主義の考え方が強く、遊ぶことをみんなで楽しむ集団でなくなってしまう場合が多い。ルールの工夫は

どこまでもプロスポーツに近づくための工夫であり、子どもの発育・発達を考慮にいれた工夫や、どの子どもも輝く

ことのできる子どもの中から生み出された工夫ではない。いっのまにか「いっもパスがこないからっまらないので遊

ばない」とか「チームにはいりたくてもチームに貢献できないことがわかるので遊べない」とかを考える子どもが出て

くる。

もう1つ感じることがある。それは集団の中での自分の位置を見出だす方法を知らないということだ。九とえば、

グループ活動で話し合いをしていると話し合いの輪の中にいながら、グループの人の話を聞いていなかったり、聞い

ていても目はあらぬ方向に向いていた九めそのグループでの自分の位置がみえなくなったりするのである。グループ

の中では、人と付き合う九めに、うなずいたり、同意し九り、身を乗り出し九りして、自分のグループの中での位

置を築いていかなけれは官分というものの存在を人から認めてもらえない。私には、子ども九ちはそれができないの
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ではなくてその方法を知らないように思える。

「子どもの動きがおかしい」と感じるこのような状況に接し、人の発育・発達という観点から、生徒がどのような

遊びをどのくらいやってき九のか調査しナこくなった。私は遊びの中にそれらを学習する材料が豊富に'、くまれている

と思っているからである。詳しい因果関係は、専門の研究者におまかせするとして、本校の生徒の小学校時の遊びの

実態と現在の遊びを比べ、屋外の遊びの持っ社会的役害11や身体的役割にっいて考察し、生徒に遊びの持っ意義を気付か

せる事を目的としナこ。教えるより、自ら学習することによってその意義を体で感じ合うことも同時にねらいナこい。

Ⅲ研究の基盤

1.経済成長による子どもの生活と遊びの変化

正木健雄氏『からだをみつめる、大修館、1982』は、子どもの生活と遊びの変化について、次のようにかいている。

「1950年代の中頃から始まっ九日本の経済成長は、 1960年の日米安保条約改訂のあとを受け九池田内閣の高度経済

成長政策と国民所得倍増計画によって、いっそう加速される。そして、ーーー中略一ーーこの経済成長が急速に、そして

ま九極端なまでに大企業優先と資本の都市集中によって押し進められ九九めに、日本の社会は急激な変貌をとげると

ともに、国民生活のいろいろな側面にさまざまなひずみを生み出すこととなった。そしてその影響は、子ども達の生

活全面に及び、やがて彼らの心身の発達上の問題にまで及ぶことになる。・・ーー中略一ーーこれまでにもその影響のいく

つかに'、れてきナこが、もう1つ重要な変化が子ども達の生活のなかにおこってくる。それは、子ども達の遊びの変化

である。すなわち、それまでの子ども達は夕方薄暗くなるまで、戸外で活発に群れをなして遊んでい九のが、この時

期にそのような遊びが停滞し始める。子ども達の遊びに「戸外よりも室内で」「イ中問とよりも 1人で」というナこ傾向

が現れてき九のはこの頃からであっ九。先にみ九ように子ども達は、自動車忙よって道路から締め出され、都市の過

密化によって空地や原っぱを奪われ、さらには埋め立てや汚染によって海岸や河川から追い出されっつぁっナこ当時の

状況からすれば、このような現象がおこるのはむりからぬことであっナこ。加えて、テレビ、プラモデル、その他の室

内玩具、子どもマンガ雑誌などが1960年前後から子どもの生活に浸透・定着し始めナこことが、逆に子どもを家の中

にひきとめておく方向に作用しナこことも看過できない。この遊びの停滞はその後いっそうひどくなるが、子ども集団

による活発な戸外遊びの減少は、子どもの心身の発達にいろいろな影響を及ぼしていくことになるのである。」

上記のように、資本主義経済のなかで人間性より経済性、合理性、そして受験勉強などの加熱と能力主義もてっだ

つて子ども達は時代に流されていっナこ。その結果、図 1、図2のような遊びと遊び場に変わっていっナこ。

図2.小学生のδ、だんの遊び止位5位まで)図 1.子どもたちとその父母の遊び場の比較(1973年11月)
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本校生徒の伝承集団遊びと学校体育

そして、 1984年の秋に全国の小学生の放課後の遊びが深谷昌志氏によって報告されナこ。それによると、子どもが

しょっちゅうしている遊びは「おしゃべり」であり、全体の 69.8%、あとは「自転車乗り」「室内ゲーム」「小鳥

や犬と遊ぶ」が20%である。それに引き替え、 1954年に人気のあっ九「なわとび」や「野球」は12~13%となって

いる。 1975年と比較してみると「おしゃべり」が1位に現れ、子どもの遊びの室内化がよりいうそう進んだという

ことが読み取れる。

2.遊びの身体的役割

図3は『脳の発達と子どものからだ』に掲載された視覚野のある型のニューロンの測定結果です。豊かな環境

(E)と正常(S)貧しい環境(1)で育て九ネズミの視覚野の屋状細胞の樹状突起の長さの比較です。この本の中

で久保田競氏は、環境によって動物の樹状突起の伸び方が違ってくると報告している。私も、動物を家畜化すると脳

が小さくなるという事実と同様なことが人間でもおこっているのではと心配する。

屋外の遊びは身体活動を伴う。九とえば、「かくれんぼ」「鬼どっこ」「缶けり」など体の感覚と走っナこり跳んだ

り、蹴っ九りと運動能力を精一杯つかっている。図4の運動能力や体力の発達段階を考え合わせると、子どもの頃の

遊びは、危険から身を守っ九りすることも含めて、身体運動の学習であり、運動神経を発達させる教材と考えられる。

図3.豊かな環境(E)と正常(S)と貧しい環境(1) 図4.運動能力や体力はいつごろから発達するか
で育てたネズミの視覚野の星状細胞の樹状突起の長
さの比較
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Ⅳ研究の計画

研究の方法は、平成6年1月に、

対象は、本校3年生女子(79名)

体操単元計画は次の通りである。

1.単元計画

時間

宮

体操の時間を9時間使って「昔遊びの授業」を行っナこ。

である。

遊びの内容決定とグループづくり(グルーピングは自由)

アンケート実施

本

学

2

夏

各班ごとの遊びを分析と調査

小学校での遊びの種類をまとめる

現在の遊びの種類をまとめる

遊ぶ場所を調べる

屋外遊びをしない理由を調べる

遊びの運動量を脈拍数でみてみる

いろいろな遊びをして長所、短所をさがす

学習条件

必ずグループ活動とする。ナこだし、遊びによっては集団遊

びのように複数のグループが一緒になって遊んでよい。

遊びに夢中になうて調査活動を忘れないよう計画を守る。

習

3

子

内 容

4 40人で行う伝承遊び(ドッジボール、水雷艦長)

アンケート項目と内容は教師が準備

5

備

アンケート及び調査集計

各班で問題点を整理し実践報告の準備をする

遊びを分析する班や集計する班が重ならない

よう配慮する。

6 集団伝承遊びで遊ぼう

条件

できるだけ屋外で遊ぶ

学校体育の中で行うているスポーツは除く

実践報告の準備ができていない班はそれを優先する

7

考

伝承集団遊びの意義

巡静一氏の理論を参考にして生徒に考え

させる

8 発表(各班ごとの遊びの分析と調査結果の発表)

9 まとめと評価(レポート提出)

「子どもの伝承集団遊びにっいて、次のことを4つの観点から説明しましょう。

子どもの成長.発達の上で、まナこ人問形成の上でどのような意義・役割をもっているか」

おもしろさが解るまで遊ぶ
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本校生徒の伝承集団遊びと学校体育

教師が、人の発育・発達という観点からアンケート項目を用意し、調査する。そして、それをもとに、生徒がどの

ような遊びをどのくらいやってきナこのかを小学校(4年生)と中学校(現在)の二通りを集計し、生徒なりにまとめ

るような単元計画にし九。具体的には自分達の小学校時代の遊びの実態と現在の遊びを比べ、屋外の遊びの持っ社会

的役割や身体的役割にっいて考察する。最終的な目標は、生徒に遊びの持っ意義を気付かせる事をである。教師が教

えるより、生徒が自らアンケートを集計し、話し合いをすることによってその意義を体で感じ合うことも同時にねら

いたく、実際に遊びながら学習をすることにした。

2.アンケート項目の内容

単元の 1時間目にアンケート調査を行っ九。アンケート項目の内容は次の通りである。

①小学校での遊びの種類をまとめる

②遊ぶ場所を調べる

③現在の遊びの種類をまとめる

④屋外遊びをしない理由を調べる

⑤遊びの運動量を脈拍数でみる

⑥いろいろな遊びをして長所、短所をさがす

V 結果と考察

1.小学校時代の遊び

ω小学校時代(小学校4年生)に各場所で遊んだ時間

図5

場 所

友達の家

自分の家

運動場

時

11分

14分

2 0分

5 6分

119分

53分

間

③ 屋外遊びを教えてくれた人

図7

② 屋外遊びを覚え九場所

図 6.
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56分、「自分の家」が119分と屋内での遊びに時問をかけている。空き地や道路での遊び時間は15分以内である。

伝承集団遊びは、友達がいて活動が成り立つ。帰宅しても外に友達がいないのでは遊べないであろう。家の中で

の遊びの方が安全で興味ぶかいものが増えていることも事実である。ここで注目し九いことは、図6と図7であ

る。遊びを覚えナこ場所は78.2%の生徒が「学校」と答えている。遊びを教え合うのも同級生が79%である。遊

びは学校の運動場を中心にして伝承されているらしい。そういう意味では、学校の果ナこしている役割は大変大き

い。学校の活動の母体は学級や学年である。本校の生徒の多くが同学年の子ども集団をつくり、学校の運動場を

中心にして伝承遊びを楽しんでいることがわかる。同学年の子ども集団では異年齢の子ども集団がつくる社会的

役割は果九しうるだろう力、約7割もの生徒が下級生に遊びを教えナこ経験を持っていないことからも、おそらく、

その役割は薄らいでいることと推測される。だとすれば、学校は、同学年の子ども集団だけではなく、異年齢の

子ども集団がこどもの中から自然に創られてくるような環境を用意してやることも必要になるのではないだろう

カ、

また、家庭では、こどもが家の中で遊んでいても、兄弟も少なく1人遊びなどが多いナこめ、「こどもは外で遊

びなさい"と大声をださなくてもよくなってきている。家の中では喧嘩をする機会も少なく、自立心の発達や思

いやりの発達を遅らせてしまうのではないだろう力、子どもは、10歳くらいまでに動作の習得をする。この頃の

子どもはよく走り、よく跳び跳ねる。常に動き回りじっとしていない。動き回ることによって子どもは、運動神

経を連絡させ、素早く動く能力や巧みな動作や調整能力を養っている。

自然と触れ合うことも減うてきている。遊び道具もできるだけ自然に近いものが望ましい。子どもが外で遊ふ

ことは、体の五感を使って活動し、動物としての感を養うことができる。なぜなら、「滑る」という行為を例に

とってみると、「滑り台」も「坂すべり」も同じである。しかし、「滑り台」はなんど滑っても工夫ができにく

い。しかし、「坂すべり」は、ダンボールなどの紙をどのように生かし、どんな場所をどんな角度でどこに力を

いれて滑りをコントロールしていくかの工夫ができる。まナこ、どんな草の上が滑りやすいか、でこぼこの具合は

どうかなど旨く滑る九めの条件設定を余儀無くされる。人と続争することもできるし、転べば草の匂いや汁が自

然を教えてくれる。そこに蛇がいナこりすることもある。子どもに「蛇を見ナこことがある力→ときくと「ある」と

答える。「どこで」と問い返すとナこいていは、「テレビでみナこ」と答える。知っている情報というのは本やテレ

ビから得た情報が多い。しかし、そこには蛇に対する生き物への愛着が感じられないことがある。蛇を触う九感

触や、蛇の生きざま、弱肉強食の瞬問や、人がスーツと蛇の皮を示IK瞬間に感じる命のはかなさと輝きに立ち会

つてみナこりすると子ども心にかなりのシ,ツクをうけるものだ。屋外で遊んでいる中で起こっナこさまざまな体験

やシ,ツクは、「滑り台」という出来合いの遊具とは違っナこ学習が期待できると思、う。我々大人は、次の世代の

子どもナこちに家の中での遊びだけでなく、外での遊びの機会や環境を保証してやる努力が必要だと思う。

⑤各遊びの脈拍数の比較(遊びの効果)

次の表(図9)は授業中に生徒が各遊びの運動強度と効果について調査しナこものである。表の中にかきいれナこ

文字は、生徒が考えナこ遊びの効果である。生徒が実際に遊んで感じ九効果だ。教師側から提示しナこ選択肢は、「持

久力」「筋力」「敏捷性」「柔軟性」「跳力」「巧緻性」「仲問づくり」「社会づくり」「工夫する力」である。

この選択肢のなかから特に感じナこ効果を二重まるで選んだ'ものを図9の棒グラフに書き込んだ。

運動強度は遊びはじめてからの10分後と20分後の脈拍数で表すことにしナこ。数字はその遊びをしたグループの

子ども九ちの脈拍数を平均しナこものである。これについては、各生徒に条件を同じくして脈拍数を測定し九わけ

ではないナこめ、数字の信頼性は薄く、人によってその数に大きな差がある。遊び始めて10分後に鬼になってい九

生徒と捕まってい九生徒とでは脈拍数は大きく違う。まナこ、効果についても、生徒が「鬼とっこは敏捷性を養う」

と考えナこならその考え九事実を大切にし、自分の力で発見していく学習として大切にし九。

宮 本 夏 子
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図9.各遊びの脈拍数の比較
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2.中学生の遊び

①中学校時代に各場所で遊んだ時問

図10

場

空き地

所 時

宮

自分の家

運動場

0分

7分

4分

33分

123分

30分

問

本

図10は図5 (小学校時代の遊んだ時間)と比較するとおもしろい。中学

校時代になると、ほとんどの生徒が屋外では活動しなくなり、遊びは屋内

に限られてくる。遊びの内容を調査しナこ結果、自分の家の遊びの内、71分

がTVと答えている。つまり、 TVも彼等にとっては 1人遊びなのだ。次

に回答頻度の高かったのは、ファミコン、読書、スケート、ボーリング、

ゲームセンター、カラオケ、おしゃべりと続く。屋外遊びについて調べた

ところ、多い順にバレーポール、シ.ツピング、サイクリング、バドミン

トン、散歩、魚釣り、海水浴が挙げられ九。生徒のエネルギーを発散する

手段としては、大人のスポーツがそのまま中学生の遊びになっていること

がわかっナこ。

②

夏

遊び友達の人数

図11

子

友達の数

0

2

3~5

5~9

10

異年齢

単位:人

54

2

同年齢

53

10

2

本校の79人の内、遊び友達が0人と答えナこのは、異年齢(54人)、同年齢(53人)である。後の残りの生徒は、

遊び友達は 1~5人位であ.る。私は、友達が0人と答えナこ生徒の数の多さに驚いナこ。これは想像だにしなかっナこ

結果である。しかし、よく考えてみると次のような理由が考えられる。本校はいろいろな地域の小学校から集ま

つてき九子どもナこちで構成されている学校である。しナこがって、子どもは、小学校の時の友達から中学校の友達

と新しい友人関係をつくっていく必要がでてくる。家に帰っても、地域の子ども九ちと話をすることがで

きにくくなっている。他の学校よりも友達づくりが難しくなることは事実であるが、それにしても、本校の学校

生活も3年になろうとしている。この、原因にっいては調査していないナこめ解らないが、生徒指導上考えなけれ

ばならないことであろう。この件にっいてこの資料を集計し九7人の生徒がまとめの感想をかいている。原文の

まま紹介すると、「意外なことに、遊び友達に異年齢が多くて驚いナこ。しかし、中学生になると、遊ぶ人が小学

生の時よりも減り、または、遊ばなくなった人が、大部分を占めている気がする。あまり喜ばしいことではない

が、仕方がないかなあー・・ーとも思う。高校生になるともっと遊べなくなるので、小学生時代に遊んだことが懐か

しく思い出される。この中学生最後の「昔遊び」を通して、遊びは社会的にも精神的にも重要なんだと改めて考

えさせられナこ。しかし、遊びとはいえど、仲間割れや、ナこだ何もすることがないから遊ぶというのは、残念なが

ら重要な意味を示すことはできないと思う。集団のなかでどう遊び、どう学ぶかは、幼年期の 1つの学習だっナこ

のではないかと思う。」生徒のまとめから感じることは、子どもは現実をそのまま受け入れてしまい、その与えら

れナこ環境条件の中で改善していこうとするエネルギーが感じられないことである。「仕方がないかなあー'」と諦

めてしまうのは、子どものちからではどうしょうもないことなのだろう力、

、塔虹コ丁
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③屋外遊びをしない理由

図12は、屋外遊びをしない主な理由を3 つ挙げてもらい集計したものである。この調査から子どもは遊びナこく

ても時間や場所そして友達がいないという本人以外の理由で遊ばない者の数が1番多いことがわかた。次に、
家の中の遊びが好きなナこめに屋外遊びをしないものと続く。その他の理由は「遊ぶ気がしない」「友達と遊ぶ
疲れるし煩わしい」「風や紫外線にあ九るのがいや」「体や衣類が汚れるのはいや」という理由である。子ども
九ちは疲れているように感じる0 中学生は思春期に入っているが、人としての優しさや心の輝きは忘れてほしく
ない0 本校の生徒に素直な感動を忘れかけている子どもがいることも事実であろう。

図12.屋外遊びをしない主な理由を3つ

本校生徒の伝承集団遊びと学校体育
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図13.中学生の社会参加
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④生徒の社会参加

遊びの社会的役割が発展すると、子どもたちは地域を大切にし、地域の行事や日常の活動に参加するようにな

ると考えられるところから、地域活動への参加状況を調査し九のが図13と図14である。本校の3年生女子の36%

の者が何等かの形で社会参加をしている。しかし、 62.5%の者は社会参加をしていない中学生の社△参加が

少ない今日、総合学習やポランティア活動を通してその活動の喜びを体得させてやることが必要であろう。図14

の両親の社会参加にっいても、子どもは両親の社会参加の実態を知らない者が多い。両親の社会参加の姿を子ど

もの前で見せるなり、地域の子どもナこちに活動のはたらきかけをしていくことが大切であろう。

3.生徒がまとめた遊びに関する報告書(参考)

これから紹介する報告書は「小学校での遊びが必要かどぅ力司「必要だと馬、う理由」「その他遊び九い子供の言い
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分」である。まナこ、文章は、単元の9時間目の生徒3名のレポートである。レポートの題は

「子どもの伝承集団遊びにっいて、次のことを 4つの観点から説明しましょう。

子どもの成長.発達の上で、また、人間形成の上でどのような意義・役割をもっているか」である0

<N.Sのレポート>

集団遊びには、おもちゃなどのように買って与えられるような、枠にはめられたものではなく、自らの手でっくり

考えていく「手づくり」がある。まナこ、家にこもってファミコンをするなどのような 1人遊びなどはせず、外でおお

いに体を動かし、楽しく遊ぶ「体力づくり」がある。その他、遊びに欠かせない仲問を、見知らぬ外の世界で仲間を

作り出していく「イ中問づくり」や、その仲間の中で形成されていく「社会づくり」がある。以上が集団遊びを4つの

観点から見九ものである。細かく見ると次のようになる。

「手づくり」とは、己の手を使って作り出していくことである。それは、物をっくりだすのと同じように子供ナこち

の遊びの中で欠かせないものの 1つであるとおもう。子供ナこちの遊びには常に進歩と学習が見られる。それは、子供

九ちの創造性を大きく促す。

「体力づくり」とはいえ、がむしゃらに体力を増強するのではなく遊びを通していっのまにか体力が備わっていナこ

というのが、幼年期にあナこる子供の体力づくりといえるだろう。これは、もっと広くいえば、どんな年代の人でも楽

しく体力をっけることのできる 1つの運動といってもおかしくはないだろう。そして、「体力づくり」とは楽しく身

に付けるものだと解るのもこの時である。

「イ中間づくり」はどんな年代でも大切であるが、子供の頃のこの学習によって大人になってからの自分の回りに対

する考えが大きく反映する。自分の持っ知能だけを生かすだけの人生をおくることのないよう心の面、精神の面で大

きく影響する学習といえよう。

「社会づくり」は、子供だからというより 1人の大切な子供として考えると、多くの子供が集まっナこ時、上下関係、

横の関係、まナこ、考えの違いなどから1つの小国家が出来上がる。その中で争いごとが起きないようにするナこめにも、

また、起こしナことしてもそれは、この「社会づくり」で必要なことであり、自分一人のことではなく多くの仲問の中

の一人として考えられるようになりそこから思いやりゃ分けあ九えること、助け合いなどを学んでいく。まナこ、自分

の意見を正しく伝えられるようになる。

上記のようにこの4つの観点からみ九子供達の集団遊びとは、簡単なようだけれど奧の深い学習だと思う。子供た

ちの遊びはナこだ遊んでいるのではなくその中で学習を積みかさねているのかもしれない。そして、心の面から広い心

を持っ人格が形成されてぃくのだろう。九だの遊びと考えるのもいいが、幼年期を始めとしナこ人間に必要な学習はこ

の何気ない1つの集団遊びから始まっているのかもしれない。

< Y. Nのレポート>

1.「遊びの実態」

小学生の子供は主に学校で同級生と遊ぶ。しかし、中学生は家の中で、あるいは小人数グループでしか遊ばない。

外に出ることも、中学生は地域活動にはあまり参加せず、そんな風潮があるのかと考えることもある。はっきり言

えば、時間がないとか遊ぶ気がしないとかで、今私ナこち中学生は走り回る遊びをよくするわけではない。私は、こ

の学習と調査結果を考え、私ナこちは小学校のころに遊びによ5て育んだ社会性を失ってしまっナこのかもしれない0

2.「道具のいる遊び」

私ナこちは、小さい頃は自然と遊んでいナこが、中学生になるとボールなど道具のいる遊びゃTV、お金のいる風俗

の方に関心があると思、う。それによって、遊びの役割、つまり、創造性は小さいものになっている。

3.「子供のころから今へつながる行動」

赤ちゃんの頃にするハイハイ。これは遊びではないけれど、現在にまで関係する。 4・5歳の頃に育む音楽性も

そうである。今も私ナこちは、遊びゃ行動によって自発性や能動性を学び続けているとおもう。私は、遊びは人格あ

宮 本 夏 子
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本校生徒の伝承集団遊びと学校体育

るいは性格を小さい頃から形成し続けていると思う。

4.「遊びは無駄か」

そうかもしれない。でも必要だ。子供の頃から今まで仲問づくりをしてきナこ。類は友を呼ぶといって共通の遊び

の中から友達を選んできナこと思う。始めに書いナこように私は今、幼年の頃から遊びによってっくっナこ社△性、集団

遊びにあまり目を向けていないかもしれない。遊びも少し変わってきナこ。そんな'、うに遊びによって自分を形成し

てき九のかもしれない。勉強で忙しいのかもしれない。でも、遊びを無駄だとは思わない。 Aはできる輝きのある

あそびによって、大人になっても自分を形成し続けナこい。喧嘩も輝きがあると眉、う。そんな面から見れば遊びは無

駄ではなく、いろいろなものを育て開発する役割と意義があるだろう。

< T. Mのレポート>(一部まとめの部分)

今、この中学生になる過程で、だれもが遊びを体験してきナこと思う。自分では気付かないが人問として大切なこと、

当ナこり前のことを学んできナこように思、う。一生懸命遊んで家に帰っナこときの何とも言えない充実感を私はよく覚えて

いる0 一生懸命勉強しナこ後も充実感は得られるが、それとは全くちがうものがあっナこ。遊ぶときは無心のように思え

るが、無心でいて無心、でない状態だとおもう。いっいかなる時も、全身が何かを感じ、学び取ってぃる。遊びは自分

から体を動かさなければならない。自分から何かをする。その精神は生きていく上で一番必要なことだとおもう。何

もかも自分からやらないと始まらないのだから。幼い時こそ、その精神を大いに発達させなければいけない時だ。そ

れを他人が押さえる権利はない。自分からたくさん遊ぶことは自立へとっながり、しっかりとしナこ人問の骨組みをっ

くっていくと思、う。こどもになれないなら大人にもなれない。幼年期に遊んで学習しナこことはしっかりとしナこ大人へ

の道をっくってくれる。どんなに科学が発達しても、人問の出発点は同じである。そして、基盤を造り上げる過程も、

遊ぶこと以外に優れナこものは生まれないと思う。社会が発達してもその中を生きる人問の根本は同じものだと私は思

う0 そして、その社会をっくるのも私ナこちで、その自分をっくるのは社会の環境と自分なのだから、よい環境を残し

ていかなければならないと思、う。

3 生徒がまとめ九遊びに関する報告書
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Ⅵまとめ

今回の伝承集団遊びを授業に組むことに関しては、学習指導要領に載っていないことであり、まナこ、生徒にとって

は「えっ、授業で遊ぶの。」と最初は面食らっナこ顔をされナこ。しかし、集団伝承遊びの分析をしていく中で、いっの問

にか遊びの楽しさを忘れかけてい九事に気づく生徒も少なくなかっ九。今回の目標は屋外遊びのもっ意義を気づかせ

ることであっナこ。生徒が大きくなって自分の子どもをもっナこ時に、遊びの役割にっいて長い目で眺め育てることがで

きる人間(母親)になって欲しいと思、う。生徒の一部にはかって母親に遊ばせてもらえなかった生徒もいナこ。このケ

ースは希だとしても、子どもは、いっしか社会の流れに流されて子どもの頃の好奇心や遊びを守る努力をしなくなっ

九ように思えてならない。こどもが遊ぶ権利を簡単に捨て始めているのではなかろう力、屋外集団遊びのもっ身体的

役割や社会的役割を次の世代に伝えていきナこいものであると同時に、今の子どもが少しでも子どもらしい好奇心を捨

てずに生活できる自然環境を守り、社会環境や教育環境を整備していかなければならないと思っている。
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